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7
月
3
日
、
埼
玉
県
和
光

市
の
薬
業
健
保
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
「
分
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
」
が
10
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
暑
い
空

の
下
、10
分
会
の
チ
ー
ム
と
、

分
会
合
同
チ
ー
ム
、
書
記
局

チ
ー
ム
の
合
計
12
チ
ー
ム
が

熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た

（
参
加
者
は
16
分
会
か
ら
1

5
3
人
）
。

10
年
ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ

て
、
各
分
会
と
も
メ
ン
バ
ー

集
め
か
ら
始
ま
っ
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
。
積
極
的
に
新

加
入
者
に
声
を
か
け
参
加
し

て
も
ら
っ
た
分
会
（
田
柄
、

大
泉
東
、
上
石
神
井
）
、
分

会
で
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
サ
ー
ク
ル

を
立
ち
上
げ
新

し
く
組
合
に
結

集
し
た
仲
間

（
旭
町
光
が
丘
）
や
事
業
所

主
体
の
チ
ー
ム（
富
士
見
台
）

な
ど
、
各
分
会
と
も
チ
ー
ム

カ
ラ
ー
あ
ふ
れ
る
メ
ン
バ
ー

構
成
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
は
決
勝
ま
で
合
計
11

試
合
。
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
・

珍
プ
レ
ー
と
り
ま
ぜ
、
全
員

が
全
力
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
た

仲
間
か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
も

あ
り
、
自
粛
が
続
い
て
い
た

が
、
久
々
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
は
す
ご
く
盛
り
上
が
っ

て
、
楽
し
め
た
」
、
「
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
や
他
の
ス
ポ

ー
ツ
大
会
を
今
後
支
部
で
恒

例
行
事
化
し
て
ほ
し
い
」
、

「
分
会
対
抗
だ
か
ら
こ
そ
、

各
分
会
の
プ
ラ
イ
ド
や
絆
・

結
束
を
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
よ
か
っ
た
」
な

ど
充
実
感
あ
ふ
れ
る
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
実

行
委
員
会
共
同
代
表
の
福
岡

忠
行
支
部
執
行
委
員
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
岡
澤

利
昭
税
理
士
が
「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
は
止
め
ら
れ
る
!?
」

と
題
し
て
講
演
。
①
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
も
た
ら
す
私
た

ち
へ
の
影
響
と
危
険
性
、
②

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
抱
え
る

諸
矛
盾
、
③
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変

化
、
④
ま
だ
止
め
ら
れ
る
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
、
の
4
つ
の

柱
で
具
体
的
に
解
説
し
ま
し

た
。

6
月
28
日
、
練
馬
支
部
も
参
加
す
る
「
3
・
13

重
税
反
対
ね
り
ま
実
行
委
員
会
」の
よ
び
か
け
で
、

地
域
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
反
対
の
声
を
ひ
ろ
げ

る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
反
対
！
6
・
28
ね
り
ま
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
で
開
催
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
開
催
を
知
っ
た
区
内
事
業
者
も
含
め
1
1

9
人
（
練
馬
支
部
か
ら
は
83
人
）
が
参
加
し
ま
し

た
。

こ
の
あ
と
、
司
会
業
、
劇

団
員
、
漫
画
家
、
個
人
タ
ク

シ
ー
運
転
手
、
民
商
、
税
理

士
、
東
京
土
建
（
藤
井
清
一

支
部
税
対
部
長
）
の
7
氏
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
実
施
。
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
や
建
設
業
に
お
け
る
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
深
刻
な
影
響

が
浮
き
彫
り
に
な
る
と
と
も

に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
中
止

へ
の
展
望
に
つ
い
て
語
り
合

い
ま
し
た
。

討
論
の
ま
と
め
で
、
岡
澤

税
理
士
は
、
「
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
は
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
反

対
の
声
が
ひ
ろ
が
る
制
度
」

と
運
動
の
展
望
を
示
す
と
と

も
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導

入
が
消
費
税
を
10
％
に
上
げ

た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
点

に
ふ
れ
「
消
費
税
を
減
税
す

れ
ば
、
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
の

理
由
は
な
く
な
る
」と
指
摘
。

消
費
税
減
税
を
求
め
る
要
求

と
結
ん
で
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

反
対
の
声
を
ひ
ろ
げ
よ
う
と

よ
び
か
け
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
と

や
英
津
子
都
議
会
議
員
、
区

議
会
会
派
か
ら
立
憲
民
主
党

（
渡
辺
て
る
子
区
議
）
、
共

産
党
（
坂
尻
ま
さ
ゆ
き
、
島

田
拓
、
の
む
ら
説
、
小
松
あ

ゆ
み
の
各
区
議
）
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
な
練
馬
を
め
ざ
す

会
（
高
口
よ
う
こ
区
議
）
が

参
加
し
、
運
動
へ
の
連
帯
を

表
明
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
反
響
は

大
き
く
、
参
加
し
た
一
般
の

区
内
業
者
か
ら
は
ツ
イ
ッ
タ

ー
で
「
難
し
い
と
い
う
の
が

フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ン
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
。
学
び
の
多
い
会
で
し

た
」
、
「
事
態
は
深
刻
だ
け

ど
、
望
み
も
持
て
る
と
わ
か

り
ま
し
た
」、「（
商
店
で
は
）

自
分
事
と
思
っ
て
い
な
い
お

店
が
ほ
と
ん
ど
。
な
ん
と
か

わ
か
り
や
す
く
周
知
し
て
あ

げ
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
岸

田
総
理
大
臣
と
鈴
木
財
務
大

臣
あ
て
の
「
消
費
税
減
税
・

イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
緊
急
要

請
」
ハ
ガ
キ
が
58
枚
と
、
国

に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
中
止
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
練

馬
区
議
会
に
要
請
す
る
陳
情

署
名
が
1
5
5
筆
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

詳
細
は
2
面
）
。

1回戦
○上石神井4－3書記局、
○田柄9－4旭町光が丘、
○練馬4－2早宮 ○分会
合同チーム9－2大泉東
2回戦
○上石神井9－4富士見
台、○田柄6－0春日、○
練馬10－0石神井、○新大
泉10－3分会合同チーム
準決勝
○田柄9－6上石神井 ○
練馬9－9新大泉（同点の
ためじゃんけんで決着）
決勝
○田柄9－2練馬

▼
自
民
党
の

「
圧
勝
」
に

終
わ
っ
た
参

議
院
選
挙
。

全
国
の
投
票

率
は
選
挙
区

が
52
・
05
％

で
過
去
4
番
目
の
低
さ
だ
っ

た
。
そ
ん
な
な
か
、
東
京
選

挙
区
の
投
票
率
は
全
国
3
位

の
56
・
55
％
。
無
党
派
層
の

多
い
大
都
市
で
は
「
異
例
の

高
順
位
」
（
「
東
京
新
聞
」
）

と
い
う
▼
投
票
率
が
高
く
な

れ
ば
多
様
な
民
意
が
反
映
さ

れ
る
。
1
人
区
と
違
い
定
数

6
の
東
京
選
挙
区
で
は
、
消

費
税
減
税
と
「
改
憲
反
対
」

の
野
党
が
与
党
と
議
席
を
分

け
合
っ
た
▼
と
は
い
え
、
選

挙
の
結
果
、
改
憲
政
党
が
衆

参
と
も
に
憲
法
改
正
発
議
に

必
要
な
2
／
3
の
議
席
数
を

超
え
た
。
岸
田
首
相
は
「
民

意
」
に
応
え
「
で
き
る
か
ぎ

り
早
く
発
議
に
至
る
取
り
組

み
を
す
す
め
る
」
と
い
う
。

安
倍
元
首
相
の
事
件
も
拍
車

を
か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
「
民
意
」
は
冷
静

だ
。
参
院
選
の
投
票
先
を
選

ぶ
際
に
最
も
重
視
す
る
政
策

課
題
で
「
憲
法
改
正
」
を
挙

げ
た
の
は
5
％
（
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
」
）
。
選
挙
後
の
世
論
調

査
で
も
「
憲
法
改
正
を
急
ぐ

必
要
な
い
」
が
58
％
を
占
め

た
（
「
共
同
通
信
」
）
▼
「
発

議
」
と
「
国
民
投
票
」
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
日
本
の

命
運
を
左
右
す
る
9
条
改
憲

反
対
の
運
動
は
い
よ
い
よ
正

念
場
を
迎
え
る
（
文
）

6
・
28
ね
り
ま
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

中
止
の
展
望
語
り
合
う

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
は

参
加
者
全
員
で
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
反
対
」
の
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
て
運
動
の

前
進
を
誓
い
合
い
ま
し
た

分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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分
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

分
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

練馬、田柄、春日、大泉東、上石神井、旭町光
が丘、石神井、新大泉、早宮、富士見台、分会
合同、書記局の12チームが勢揃いした開会式

ナイスバッティング！
手に汗握る熱戦が続きました

熱闘の軌跡
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6
月
29
日
、
猛
暑
の
な
か

来
年
度
の
建
設
国
保
補
助
金

確
保
、
賃
金
・
単
価
の
引
き

上
げ
な
ど
を
求
め
る
集
会
が

行
わ
れ
、
練
馬
支
部
の
仲
間

36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
都
庁
第
二
庁
舎

前
で
全
建
総
連
東
京
都
連
主

催
の
「
全
都
建
設
労
働
者
対

都
要
請
行
動
」
（
参
加
者
7

2
1
人
）
。
練
馬
支
部
の
肥

野
副
委
員
長
、
三
角
社
会
保

障
対
策
部
長
も
交
渉
団
に
加

わ
り
、
都
の
財
務
局
や
福
祉

保
健
局
に
「
建
設
国
保
へ
の

都
費
補
助
金
は
医
療
費
・
経

費
の
増
加
分
を
含
む
現
行
水

準
の
維
持
」
な
ど
を
求
め
ま

し
た
。

ま
た
、
同
じ
時
間
帯
に
行

わ
れ
た
集
会
に
は
都
民
フ
ァ

ー
ス
ト
の
会
、日
本
共
産
党
、

立
憲
民
主
党
、
生
活
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
都
議
会
4
会
派

の
代
表
が
あ
い
さ
つ
。
東
京

都
連
の
堀
井
晶
書
記
長
が
基

調
報
告
を
行
い
、
「
社
会
保

障
の
拡
充
が
国
民
の
切
実
な

願
い
」
「
引
き
続
き
賃
金
や

生
活
の
状
況
を
都
に
訴
え
て

い
く
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

午
後
は
会
場
を
日
比
谷
野

外
大
音
楽
堂
に
移
し
、
全
建

総
連
主
催
の
「
賃
金
・
単
価

引
き
上
げ
、
予
算
要
求
中
央

総
決
起
大
会
」
。
練
馬
支
部

の
仲
間
を
含
む
47
県
連
・
組

合
1
7
0
3
人
が
集
結
し
ま

し
た
。
自
民
党
、
立
憲
民
主

党
、
国
民
民
主
党
、
公
明
党
、

日
本
共
産
党
の
代
表
が
あ
い

さ
つ
し
、
交
渉
団
の
メ
ン
バ

ー
が
各
政
党
の
代
表
者
に

「
建
設
業
の
就
労
環
境
の
改

善
、
来
年
度
予
算
に
関
す
る

要
請
」
と
題
し
た
文
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

集
会
の
締
め
く
く
り
に
参

加
者
全
員
が
「
賃
金
・
単
価

大
幅
引
上
げ
」
「
建
設
国
保

育
成
・
強
化
」
と
大
書
さ
れ

た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
運

動
の
前
進
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
で
「
消
費
税
課
税
業
者
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る

の
で
は
」
と
い
う
個
人
事
業
主
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方

の
不
安
と
危
機
感
が
率
直
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
で
ふ
く

ら
む
「
生
活
と
仕
事

へ
の
不
安
」

お
も
に
結
婚
式
で
の
司
会

を
生
業
と
し
て
い
る
関
園
さ

ん
。
「
雇
用
関
係
で
は
な
い

が
、
事
務
所
に
所
属
し
て
い

る
。
仮
に
お
客
さ
ん
か
ら
10

万
円
も
ら
っ
た
と
す
る
と
、

30
％
が
事
務
所
、
20
％
が
会

場
、
残
り
の
50
％
か
ら
源
泉

10
％
を
引
い
た
4
万
5
千
円

が
報
酬
と
し
て
支
払
わ
れ
て

い
る
。
仕
事
が
あ
れ
ば
そ
れ

な
り
の
お
金
。
な
け
れ
ば
ゼ

ロ
で
す
」
と
自
身
の
仕
事
を

紹
介
。
「
夢
を
追
っ
て
入
っ

た
世
界
な
の
で
、
ぜ
ひ
持
続

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
が
、
事
務
所
の
社
長
に
イ

ン
ボ
イ
ス
の
こ
と
を
聞
い
た

ら
、
『
司
会
者
さ
ん
も
課
税

業
者
に
な
っ
て
も
ら
わ
な
い

と
困
る
』
と
い
わ
れ
て
、
ひ

じ
ょ
う
に
混
乱
し
て
い
る
状

況
で
す
」
と
切
実
な
胸
の
内

を
語
り
ま
し
た
。

漫
画
家
の
青
木
さ
ん
も
、

「
私
も
ス
タ
ッ
フ
も
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
。
い
ま
の
と
こ
ろ
出

版
社
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
の
こ

と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な

い
。
漫
画
家
の
大
多
数
は
年

収
5
0
0
万
円
以
下
で
、
ス

タ
ッ
フ
さ
ん
は
年
収
2
0
0

万
円
以
下
と
い
う
な
か
で
仕

事
を
し
て
い
る
。
私
が
ス
タ

ッ
フ
さ
ん
に
（
課
税
業
者
に

な
っ
て
も
ら
う
）
話
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
立
場

に
な
る
と
思
う
と
…
」
と
不

安
を
語
り
ま
す
。

関
園
修
平
さ
ん

青
木
朋
さ
ん

個
人
タ
ク
シ
ー
は

「
営
業
そ
の
も
の
が

で
き
な
く
な
る
」

個
人
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

を
し
て
い
る
池
田
さ
ん
は
、

「
コ
ロ
ナ
の
な
か
、
給
付
金
、

貸
付
金
で
な
ん
と
か
や
り
く

り
し
て
き
た
。
タ
ク
シ
ー
業

界
は
、
法
人
タ
ク
シ
ー
、
個

人
タ
ク
シ
ー
で
協
同
組
合
に

加
入
し
て
い
る
人
、
加
入
し

て
い
な
い
人
の
3
種
類
。
協

同
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人

の
場
合
、
全
員
が
課
税
業
者

に
な
ら
な
い
と
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
な
ど
も
使
え
な
く
な

る
。
消
費
者
か
ら
見
れ
ば
、

ど
の
タ
ク
シ
ー
が
課
税
業
者

な
の
か
外
見
で
は
わ
か
ら
な

い
の
で
混
乱
す
る
こ
と
に
な

る
し
、
非
課
税
業
者
は
協
同

組
合
に
い
ら
れ
な
く
な
る
だ

ろ
う
。
個
人
タ
ク
シ
ー
は
営

業
そ
の
も
の
が
で
き
な
く
な

る
可
能
性
も
あ
る
」
と
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
へ
の
怒
り
を
語

り
ま
し
た
。

池
田
豊
さ
ん

演
劇
文
化
を
壊
す
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度

「
劇
団
で
経
理
を
や
っ
て

い
ま
す
。
劇
団
の
経
費
の
ほ

と
ん
ど
は
人
件
費
で
す
。
演

出
家
、
脚
本
家
だ
っ
た
り
、

俳
優
さ
ん
だ
っ
た
り
、
ス
タ

ッ
フ
さ
ん
だ
っ
た
り
、
人
と

た
ず
さ
わ
り
な
が
ら
一
つ
の

舞
台
を
つ
く
っ
て
い
く
劇
団

を
支
え
て
い
る
の
は
『
人
』

な
ん
で
す
」
と
切
り
出
し
た

劇
団
・
青
年
劇
場
の
本
田
さ

ん
。
「
劇
団
に
か
か
わ
る
み

な
さ
ん
は
、
ほ
ぼ
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
で
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
の

も
と
で
劇
団
の
経
営
上
、
俳

優
さ
ん
に
課
税
事
業
者
に
な

る
こ
と
を
お
願
い
し
て
も
、

課
税
業
者
に
な
る
人
、
な
ら

な
い
人
が
で
て
く
る
と
、
劇

団
の
分
裂
の
危
機
に
な
る
。

演
劇
は
人
が
つ
く
る
も
の
。

課
税
業
者
だ
け
で
演
劇
を
つ

く
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な

い
。
ほ
ん
と
に
恐
ろ
し
い
制

度
だ
な
っ
て
感
じ
て
い
ま

す
」
と
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

が
演
劇
文
化
そ
の
も
の
を
壊

す
税
制
だ
と
き
び
し
く
批
判

し
ま
し
た
。

本
田
陽
子
さ
ん

建
設
業
へ
の
深
刻
な

影
響
は
始
ま
っ
て
い

る顧
客
に
東
京
土
建
の
組
合

員
・
事
業
所
も
多
い
税
理
士

の
相
田
さ
ん
。
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
影
響
は
す
で
に
建
設

業
で
は
始
ま
っ
て
い
る
と
指

摘
し
ま
す
。
「
建
設
業
で
働

く
一
人
親
方
の
売
上
は
1
0

0
0
万
円
未
満
が
圧
倒
的
に

多
く
、
み
な
免
税
業
者
。
イ

ン
ボ
イ
ス
に
課
税
業
者
と
し

て
登
録
し
な
い
と
、
元
請
か

ら
の
仕
事
が
も
ら
え
な
く
な

る
。
実
際
、
元
請
会
社
か
ら

イ
ン
ボ
イ
ス
へ
の
登
録
の
確

認
文
書
が
送
ら
れ
て
き
て
い

る
。
ま
さ
に
イ
ン
ボ
イ
ス
に

よ
っ
て
選
別
さ
れ
、
取
引
か

ら
排
除
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
」
と
、
建
設
業
の
危
機
を

語
り
ま
す
。

塗
装
業
を
営
む
東
京
土
建

の
藤
井
清
一
さ
ん
（
練
馬
支

部
税
金
経
営
対
策
部
長
）も
、

「
建
設
業
の
重
層
下
請
構
造

の
な
か
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
は
『
上
』
と
『
下
』
を
ケ

ン
カ
さ
せ
る
制
度
。
末
端
の

専
門
工
事
業
は
本
当
に
た
い

へ
ん
。
練
馬
支
部
で
受
け
付

け
た
今
年
の
確
定
申
告
相
談

件
数
は
3
2
8
件
で
、
こ
の

う
ち
2
9
8
件
が
免
税
業

者
。イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
っ
て
、

ま
さ
に
廃
業
の
危
険
に
直
面

し
て
い
る
」
と
告
発
し
ま
し

た
。ま

た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
岡
澤
税
理
士
は
「
建
設

業
の
場
合
、請
求
書
で
な
く
、

上
位
会
社
が
査
定
し
て
支
払

う
場
合
も
多
い
。
イ
ン
ボ
イ

ス
と
の
関
係
で
、
こ
こ
を
ど

う
す
る
の
か
も
今
後
問
題
に

な
っ
て
く
る
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。

相
田
英
男
さ
ん

藤
井
清
一
さ
ん

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を

中
止
に
追
い
込
む
展

望民
商
の
富
澤
さ
ん
は
「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
中
止
の
展
望

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
問

題
提
起
。
岡
澤
税
理
士
は
講

演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
討
論
の
ま
と
め
の
な

か
で
、
次
の
よ
う
に
展
望
を

語
り
ま
し
た
。

富
澤
昭
好
さ
ん

岡
澤
利
昭
さ
ん

地
方
・
業
界
か
ら
中

止
・
延
期
の
声

「
い
ま
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
を
と
り
ま
く
情
勢
に
変
化

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
会

で
は
、
衆
議
院
で
立
憲
が
単

独
で
（
3
月
30
日
）
、
参
議

院
で
は
立
憲
、
共
産
、
れ
い

わ
な
ど
野
党
の
共
同
提
案

（
6
月
10
日
）
で
廃
止
法
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
地
方

議
会
か
ら
も
、
北
海
道
、
福

島
、
兵
庫
、
和
歌
山
、
徳
島
、

福
岡
の
6
道
県
の
ほ
か
市
町

村
の
91
議
会
か
ら
制
度
の
中

止
、
延
期
を
求
め
る
意
見
書

等
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
業
界
団
体
で
も
、

日
本
商
工
会
議
所
や
青
色
申

告
会
な
ど
大
多
数
の
関
係
団

体
が
中
止
・
延
期
を
求
め
て

い
ま
す
し
、
日
本
税
理
士
会

連
合
会
も
制
度
の『
円
滑
化
』

の
名
目
で
制
度
の
大
骨
を
抜

く
よ
う
な
妥
協
案
を
財
務
省

へ
の
助
け
舟
と
し
て
出
す
状

況
で
す
」
。

廃
止
が
当
然
の
制
度

―
知
ら
せ
て
い
け

ば
、
反
対
の
運
動
は

必
ず
ひ
ろ
が
る

「
こ
う
し
た
動
き
の
背
景

に
は
、
免
税
事
業
者
の
実
態

を
無
視
し
て
作
ら
れ
た
制
度

が
、
こ
の
ま
ま
実
施
さ
れ
る

と
社
会
的
混
乱
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

さ
に
、
知
ら
せ
て
い
け
ば
、

反
対
の
運
動
は
必
ず
ひ
ろ
が

る
。
廃
止
が
当
然
の
制
度
で

あ
り
、
そ
こ
に
確
信
を
持
っ

て
運
動
を
す
す
め
ま
し
ょ

う
」
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

中
止
の
展
望
を
語
り
ま
し

た
。ま

た
、
暮
ら
し
が
厳
し
く

な
る
な
か
で
消
費
税
減
税
が

一
つ
の
焦
点
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導

入
が
消
費
税
を
10
％
に
上
げ

た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
点

に
ふ
れ
「
消
費
税
を
減
税
す

れ
ば
、
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
の

理
由
は
な
く
な
る
」
と
、
消

費
税
減
税
を
求
め
る
要
求
と

結
ん
で
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
反

対
の
運
動
を
ひ
ろ
げ
よ
う
と

よ
び
か
け
ま
し
た
。

◇

◇

現
在
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
登
録
し
て
い
る
の
は
、
対

課
税
業
者
割
合
で
も
2
割
程

度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
登
録
申

請
は
原
則
来
年
の
3
月
末
ま

で
で
す
が
、
「
特
例
」
に
よ

っ
て
実
質
的
に
は
来
年
の
9

月
末
ま
で
申
請
で
き
ま
す
。

時
間
は
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
を
中
止
に
追
い
込

む
運
動
を
広
く
大
き
く
す
す

め
ま
し
ょ
う
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
参
加
者

○
関
園
修
平
さ
ん
（
個
人
司
会
業
）

○
本
田
陽
子
さ
ん
（
劇
団
・
青
年
劇
場
）

○
青
木
朋
さ
ん
（
漫
画
家
）

○
池
田
豊
さ
ん
（
個
人
タ
ク
シ
ー
運
転
手
）

○
富
澤
昭
好
さ
ん
（
練
馬
民
主
商
工
会
）

○
相
田
英
男
さ
ん
（
税
理
士
）

○
藤
井
清
一
さ
ん
（
東
京
土
建
練
馬
支
部
税
金
経

営
対
策
部
長
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

岡
澤
利
昭
さ
ん
（
税
理
士
）

国税庁のホームページをみると、インボイス制度につ
いて「令和5年10月1日から、消費税の仕入税額控除の
方式としてインボイス制度が開始されます。適格請求書
（インボイス）を発行できるのは、『適格請求書発行事
業者』に限られ、この『適格請求書発行事業者』になる
ためには、登録申請書を提出し、登録を受ける必要があ
ります」と説明しています。

これだけ読むと、「税務署に登録申請書を出せばいいん
だ」と思われるかもしれませんが、実は、「適格請求書
発行事業者」とは、消費税の「課税業者」を意味します。
つまり、税務署に登録申請書を提出すると、売上1，000万
円以下の免税業者であっても消費税の課税業者となって
しまいます。

売上1，000万円以下の消費税免税業者の制度自体は残
しながら、「適格請求書発行事業者」という別のルート
で免税業者であるはずの中小零細事業者（一人親方、フ
リーランスを含む）に消費税の納税を強制する姑息なし
くみがインボイス制度です。具体的に説明します。

●現在の仕組み（仕入税額控除）

●インボイス制度が始まると…
一次下請が消費税の税額控除ができるのはインボイス

登録業者（課税業者）に支払った消費税のみになります。
免税業者に支払った消費税は控除できなくなります。つ

まり、二次下請がインボイス登録業者（課税業者）にな
らない限り、一次下請は、二次下請（免税業者）に支払
った10万円を控除できず、30万円の消費税を納税するこ
とになります（10万円の負担増）

そうすると一次下請は…
消費税の負担増をなくすために、本来免税業者のはず

の二次下請にインボイス登録業者（課税業者）になれと
強要するか、免税業者との取引をやめて他のインボイス
登録業者（課税業者）と取引するようになります

そうすると二次下請は…
本来免税業者であるにもかかわらず、消費税の支払義

務を負うインボイス登録業者（課税業者）になるか（負
担増）、取引をあきらめるか（仕事がなくなる）の二者
択一を迫られることになります

結局、インボイス制度は…
免税業者であるはずの事業者に消費税の支払いを強制

し（財務省試算で年間平均15万円の増税）、それを拒否
すれば取引から排除する（仕事を奪う）とんでもない制
度です

ちなみに、免税業者は「益税」を得ている（消費税分
を儲けている）というが…
・もととも1，000円以下は消費税を免除するというのは、

所得税で言えば基礎控除と同じ性質をもつものです
（所得税の基礎控除を誰も「益税」とはいいいません）

・免税業者も材料の仕入れ等で消費税を支払っている
し、仮に余剰分があったとしても免税業者の売上は税
込みで計算しており、所得税で課税されるから「益税」
という批判はあたりません

2022年度の練馬支部の安
全衛生標語が、6月21日の
労働対策部会で決まりまし
た。分会から130の案をいた

だき、早宮分会の標記の標
語が選ばれました。この標
語のもと、今年度も労災事
故防止に努めましょう。

【日 時】7月31日（日）10：00～15：00
【会 場】東京土建練馬支部会館
【企画内容】
◆パネル展示…原爆パネル（広島・長崎、ビキニ・第五福

竜丸）2種類・約100点東京大空襲パネル。
3階ＡＢ研修室をメインに大研修室にも展
示

◆歌 の 広 場…合唱団コスモス コーラス劇「あの日の授
業3」
地域グループ 平和とおにぎりが大好きな

愉快な仲間たち
（光が丘ドーンズ・くれよんぴーすなど）
歌声交流

◆映 画 上 映…映画 記録映画・こども向けアニメーショ
ン

◆参加型企画…参加者に「非核練馬都市宣言」の文言1文
字ずつタイルシール（2㎝四方）に記入い
ただきパネルを作成。完成後は会館展示や
「ゆめりあ平和展」に出品し、形ある作品
として残していきます。

○
何
も
か
も
値
上
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
が
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
商
売
も
大
変
で
す
。
消
費
税
を
減
税
す
る
こ
と
、

イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
を
お
願
い
し
ま
す
！

○
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
潤
う
の
は
国
・
財
務
省
。
私
た
ち
に

は
な
ん
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
。
物
価
高
に
な
り
、
こ
れ
以

上
私
た
ち
国
民
を
苦
し
め
る
の
か
？
政
府
の
考
え
が
わ
か

ら
な
い
。

○
漫
画
家
で
す
。
漫
画
家
は
年
収
5
0
0
万
円
と
か
で
が
ん

ば
っ
て
夢
を
追
っ
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
沢
山
の

人
が
い
ろ
ん
な
作
品
を
描
く
こ
と
で
、
マ
ン
ガ
文
化
の
広

が
り
、
豊
か
さ
を
支
え
て
い
ま
す
。
貧
し
い
人
の
税
金
増

や
す
の
や
め
て
く
だ
さ
い
！

○
私
た
ち
の
税
金
を
暮
ら
し
、
福
祉
に
ま
わ
し
て
く
だ
さ
い

！
○
こ
れ
以
上
、
国
民
を
苦
し
め
な
い
で
！
中
止
し
て
く
だ
さ

い
！

○
私
た
ち
は
今
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ど
れ
だ
け
生
活
に
支
障
が

あ
る
か
？
ど
こ
ま
で
事
業
者
を
い
じ
め
れ
ば
納
得
す
る
の

か
？

○
仕
事
を
続
け
た
い
の
に
や
め
ざ
る
を
得
な
い
フ
リ
ー
ラ
ン

サ
ー
が
続
出
し
、
景
気
の
悪
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
！
中

止
し
、
国
民
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
の
行
き
詰
ま
り
の
現
状
で
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
は
弱
い
も
の
い
じ
め
で
す
！

○
今
、
何
も
か
も
値
上
げ
さ
れ
て
い
る
と
き
、
消
費
税
を
下

げ
る
こ
と
こ
そ
が
生
活
支
援
で
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は

中
止
を
し
て
く
だ
さ
い
！

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
岸
田
総
理

大
臣
と
鈴
木
財
務
大
臣
あ
て
の
「
消

費
税
減
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
緊
急

要
請
」
ハ
ガ
キ
に
寄
せ
ら
れ
た
声

6
・
28
イ
ン
ボ
イ
ス「
ね
り
ま
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
言
か
ら

インボイス制度を糾弾、中止の展望を語るインボイス制度を糾弾、中止の展望を語る

イインンボボイイスス制制度度っってて何何？？ ――そそのの正正体体はは……

生活、仕事、文化を壊す生活、仕事、文化を壊す建
設
国
保
の
現
行
水
準
確
保
、賃
金
・
単
価
の
引
き
上
げ
を

6
・
29
予
算
要
求
対
都
行
動
・
生
活
危
機
突
破
中
央
総
決
起
大
会

組合員・家族みんなで参加しよう

今日も一日お疲れ様。たっぷり睡眠、
しっかり栄養、明日に疲れを残しません。

「ミニ憲法フェスタ2022」

2022年度練馬支部の安全衛生標語決まる
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2022年

8時間30分

20．9

19，008

367，724

498

51，602

2021年

8時間10分

21．3

18，120

356，525

462

26，989

2020年

8時間22分

22．3

18，405

358，584

475

77，223

2019年

8時間18分

－

17，472

348，409

447

－

2018年

8時間47分

21．3

17，772

378，519

458

－

2017年

8時間49分

21．3日

17，447円

372，011円

453万円

－

労働時間

労働日数

平均日給

平均月給

平均年収

平均残業代

丁場別でみる賃金額

全平均

19，324

377，295

509

その他

19，983

364，340

505

野丁場

17，626

394，942

526

新丁場

20，565

398，083

540

町場

19，121

351，814

465

賃金

平均日給

平均月給

平均年収

2022年
平均月給
283，930
344，152
405，319
394，070
377，782
327，750

平均日給
15，104
18，546
20，186
19，411
18，690
17，517

2021年
平均月給
262，643
360，792
383，019
380，947
388，269
197，500

平均日給
12，771
17，068
18，274
19，497
18，350
16，857

年代

10～20代
30代
40代
50代
60代
70代

平均日給・月給微増も大多数が
「賃金上がっていない」と回答

2月末賃金アンケートは、前年を上回る1645人の練馬支部の
仲間から回答をいただきました。これに建設ユニオン練馬支部
が集約した分を加えた合計1921人のアンケートの集約結果がこ
のほどまとまりました。結果の特徴点を紹介します。

（1）就労時間と賃金について（労働者の集計）
●平均日額は4．9ポイント増加し、19，000円超
●平均月収も微増
●ただ、「前年と比べた賃金」では79％が「変わらない」と

答えていることから、多くの組合員のところでの賃金単価は変
わっていない状況が推測できる。

●丁場別でみると、新丁場が日給・月給・年収すべてで最も高い

●年齢別でみると、回答者の中心を占める40代が日給・月給と
もに最も高い

（2）賃金・法定福利費の請求・要求運動がますます重要に（事業主
の集計）

①法定福利費について
法定福利費内訳明示の見積書の活用は、野丁場では40％が活

用しているが、全体では20％の活用にとどまっていることがわ
かりました。

また、法定福利費の支払状況は32．9％が「全額支払われる」
と回答していますが、「減額される」が12．9％、「支払われな
い」が54．2％となっています。

②施主・上位企業への「賃金・単価引き上げ要求と結果につ
いて

施主・上位企業に「単価引き上げ要求」を行った事業所は94
社（27．9％）と3割弱にとどまっています。要求した94社のう
ち56社は「変わらなかった」と回答していますが、32社（34％）
が「引き上がった」と回答しているのが特徴です。

法定福利費・単価引き上げの「請求・要求運動」を組合とし
てもいっそうすすめていく重要性が浮き彫りになっています。

（3）建設キャリアアップシステム（CCUS）の登録状況について
事業主では「事業者登録のみ」「技能者も登録した」が27％、

労働者では、「登録した」と「登録申請中」が約24％で4人に
1人の割合と、練馬支部で把握している組合員の登録状況とほ
ぼ一致する数字がでています。丁場別では野丁場が事業主58％、
労働者43％とすすんでいますが、町場が14．4％、新丁場が10．3％
と低くなっています。町場では CCUS のメリットが感じにくい
状況や、住宅メーカー・パワービルダーの CCUS に対する消極
的な姿勢が反映した数字となっており、今後の課題が明確に示
される結果となりました。

組
合
に
新
加
入
し
た
仲
間

や
組
合
の
こ
と
が
ま
だ
よ
く

わ
か
ら
な
い「
組
合
初
心
者
」

を
対
象
に
し
た
「
分
会
組
合

学
習
説
明
会
」が
6
月
23
日
、

19
分
会
で
開
催
。
新
加
入
者

13
人
、
組
合
初
心
者
21
人
を

含
む
合
計
1
3
7
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
は
、
新
加
入

者
・
組
合
初
心
者
に
組
合
の

意
義
や
諸
制
度
を
伝
え
、
分

会
・
群
へ
の
定
着
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
に

引
き
続
き
実
施
し
た
も
の
で

す
。各

分
会
は
、
春
の
拡
大
月

間
中
の
電
話
か
け
や
訪
問
行

動
で
参
加
を
よ
び
か
け
（
新

大
泉
分
会
）
、
参
加
対
象
者

一
人
ひ
と
り
に
説
明
会
の
案

内
を
手
紙
で
送
り
対
象
者
4

人
が
参
加
（
谷
原
台
分
会
）

な
ど
、
対
象
者
の
参
加
確
保

に
と
り
く
み
ま
し
た
。ま
た
、

当
日
の
運
営
で
も
、
石
神
井

分
会
は
「
参
加
者
用
の
名
前

と
職
種
入
り
の
名
札
プ
レ
ー

ト
」
を
準
備
し
て
参
加
者
同

士
（
新
加
入
者
・
組
合
初
心

者
と
分
会
役
員
）
顔
と
名
前

を
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に

工
夫
し
、
今
後
の
組
合
活
動

や
仕
事
で
の
つ
な
が
り
を
深

め
て
い
く
こ
と
に
努
め
ま
し

た
。

説
明
会
を
開
催
し
た
分
会

や
説
明
会
に
参
加
し
た
仲
間

か
ら
は
、
「
初
め
て
で
色
々

な
こ
と
が
分
か
り
、
有
意
義

な
会
だ
っ
た
」
、
「
テ
キ
ス

ト
が
わ
か
り
や
す
く
、
組
合

の
仕
組
み
や
分
会
・
群
の
こ

と
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
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こ
と
が
で
き
た
」
、
「
今
後

も
継
続
的
に
開
催
し
て
い
き

た
い
」
と
い
っ
た
意
見
・
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
7
月
開
催
も
含
め

全
分
会
で
説
明
会
の
開
催
を

め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。
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参
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国
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こ
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憲
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一
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入
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台
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新
座
営
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）
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―
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会
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練
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大
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6
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8
8
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7
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人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

（概要）2月末賃金アンケートの集約結果2月末賃金アンケートの集約結果
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新
加
入
者
・
組
合
初
心
者
対
象
の

「
分
会
組
合
学
習
説
明
会
」を

19
分
会
で
開
催

新加入者・組合初心者5人が参
加した石神井分会の「説明会」


